
総
合
移
転

の
歩

み

昭
和
５‐
年
１０
月

”
年
＝
月

勢
年

６

月

“
年
４
局

１１

月

”
年
１０
月

「　
６２
年
９
月

平
啓

π
年
８
月

１０

月

４
年
９
月

１０
月

５
年
９
月

７
年
２
月

５
月

評
議
会
に
将
来
計
画
検
討

委
を
設
置

評
議
会
で
結
合
移
転

（２

０
０
わ
構
想
）
の
方
針
を

決
定

評
議
会
で
総
合
移
転
候
補

地
と
し
て
三
小
年
、
金
川
、

角
間
の
３
地
区
を
憑
定
し

調
査
検
討
を
開
始

石
川
県
が

「
金
沢
大
学
穂

合
う
転
対
策
本
部
」
設
置

評
議
会
で
結
合
移
転
地
を

角
問
地
区
に
決
定

達
成
工
事
に
適
手

文

法

経
済
学
部
機
を
層

Ｔ
一

文

法

経
済
学
部
お
よ
び

附
属
図
堡
館
が
移
転

大
学
会
館
が
開
館

理
学
部
が
移
転

教
育
学
部
が
移
転

教
費
部
が
移
転

大
学
本
部
、
大
学
敦
脅
開

放
セ
ン
タ
！
が
移
転
、
国

際
交
流
会
館
が
開
館

総
合
移
転
第
―
期
事
業
完

成
記
念
式
典

以下は、Ju國朦録11月 3日付「金沢大学特集」を再構成

しました。「今の金沢大学」をご覧下さい。

p.鉱朧 事中、ミリアム・グリーンさん (写真右瑞

と三浦永士さんはヮング″現役部員です。

北キャンバス

@体育館(屋内運動場
C教育学部棟
◎北福利施設
③文学部法学部経済学部標
徹 期
は 図書館
◎大学会館
⑪エネルギーセンター

(中央機械室)

①プール
創 榔 課外活動共用施設

Ｎ③

①大学教育開放センター
C国際交流会館
{)事部標勝 局学螂、保鍮 ンター}

①南福利施設
◎理学部棟
◎颯低温研究施設
⑨円実験施設
○南部課外活動共用緩
C馬小屋
①弓醐
0櫃物園
①総合情報処理センター(建設中)

e講堂(計画建物)

南キャンバス

施 映
設 え
群 る

レ

ン
ガ
色
の

金
沢
大
は
ハ
学
部
、　
一
研
究
所
、　
一

附
属
図
書
館
、
二
附
属
病
院
、
五
附
属

学
校
か
ら
な
る
総
含
大
学
で
あ
る
。
城

内
地
区
、
宝
町
地
区
、
小
立
野
地
区
な

ど
に
分
散
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
手
狭
に
な

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
統
合

し
て
社
会
の
発
展
に
対
応
で
き
る
よ
う

整
備
、
拡
充
す
る
必
要
が
生
し
、
移
転

計
画
が
始
ま
っ
た
。

昭
和
五
十
三
年
十

一
月
に
評
議
会
で

総
合
移
転
の
方
向
が
決
定
さ
れ
、
医
学

部
及
び
医
学
部
附
属
病
院
を
除
く
す
べ

て
の
大
学
施
設
を
早
急
に
角
間
地
区
二

百
診
に
移
転
す
る
構
想
が
打
ち
出
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
総
合
第
Ⅱ
期
事
業
と
し

て
城
外
の
工
学
部
、
薬
学
部
、
が
ん
研

究
所
が
角
間
キ
ャ
ン
バ
ス
に
移
転
す
る

計
画
で
あ
り
、
八
年
度
は
建
物
の
配
置

な
ど
の
設
計
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

が第
ん Ⅱ
研期
移 に
転工

学
業
学
部

―
鋤

一



▼宝野キャンノくス
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懸学部附置病院

金冒沢 国大 量学 園特 冒繁
一駆鞍朧臥饂獣赫籾設

八
年
四
月
か
ら
学
生
を
受
け
入
れ
る

新
設
の
医
学
部
保
健
学
科

（四
年
制
）
は
、

医
療
技
術
短
期
大
学
部

全
二
年
制
）
か
ら

移
行
再
編
さ
れ
た
学
科
で
、
医
療
の
高

度
化
に
伴
い
医
療
技
術
者
の
高
等
教
育

を
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ツ
プ

す
る
の
が
狙

い
と
な
つ
て
い
る
。
医
療
短
人
の
四
年

制
移
行
は
全
国
の
目
立
大
学
で
は
二
番

目
で
、
看
護
学
、
放
射
線
技
術
科
学
、

検
査
技
術
科
学
、
理
学
療
法
学
、
作
業

療
法
学
の
五
専
攻
は
憲
大
規
模
と
な
る
。

永
叢
キ‐‥……一
ン
■
●

』俯犠麟幅‐こ処鯉贖け”軸

工
学
部
の
あ
る
小
立
野
キ
ャ
ン
バ
ス

内
の
総
合
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
は
、
７

年
度
中
に
角
問
キ
ヤ
ン
パ
ス
の
本
部
棟

近
く
に
移
転
新
築
さ
れ
る
。
工
学
部
が

約
Ю
％
近
く
使
用
し
て
い
る
コ
ン
ピ
ユ

ー
タ
ー
な
ど
の
機
器
は
、
新
キ
ヤ
ン
バ

ス
で
も
工
学
部
の
使
用
ひ
ん
度
は
高
い

も
の
の
、
文
字
通
り
全
学
の
情
報
処
理

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
が
整
え
ら
れ

る
。

Ⅲ
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文
学
部
で
言
語
学
を
学
ぶ
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
か
ら
の
女
子
留
学
生
ミ
リ
ア

ム
　
グ
リ
ー
ン
さ
ん
は

一
こ
の
国
際
狡

流
会
館
は
、
空
調
を
は
じ
め
、
せ
て
も

快
運
テ
ス
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。
そ
の
ほ
か

の
留
学
生
た
ち
も

「
部
屋
が
広
く
て
洒

足
し
て
い
る
」
「皆
で
協
力
し
て
自
炊
で

き
る
の
で
安
上
が
り
」
「教
室
ま
で
近
い

の
で
直
前
ま
で
寝
て
い
ら
れ
る
」
な
ど
、

と
て
も
評
判
が

い

い
。
　
　
　
　
　
　
　
．

１

暮

華

一

と
こ
ろ
で
、
金
沢
市
内
に
は
学
生
寮

と
し
て
北
瞑
寮

（同
市
弥
生

一
丁
目
）
、

泉
学
寮

（同
市
野
町
五
丁
目
）、
自
梅
寮

り
し
た
う
目
的
〓
も
あ
る
。

バ
ス
ラ
イ

フ
は

快
通
な
よ
う
た
。

一
例
が
国
際
交

流
会
館
た
。
五

階
建
て
の

こ
の

建
物
は
、　
一
言

で
言
え
ば
外
国

人
の
た
め
の
寮
一

単
身
用

の
居
室

七
十
九

室

（
留

学
生
用
五
十
八

室
、
研
究
者
用

二
十

一
〓
）
の

ほ
か
、
ゅ

っ
た

留

学
生
た

ち

に
と

っ
て
も
、
キ

ャ

ン

（女
子
寮
、
同
市
泉
野
可
二
丁
目
）
の
三

施
設
が
あ
る
。
北
滉
寮
の
寮
長
、
三
滴

永
士
君

（法
学
部
三
年

・
愛
知
県
出
身
）

は

「
角
間
に
移
転
し
て
、
キ
ャ
ン
バ
ス

が
ち
よ
っ
と
選
ぐ
な
っ
た
」
と
は
ゃ
き

な
が
ら
も
、
「
伝
続
あ
る
寮
で
生
活
し
て

こ
そ
、
金
た
の
良
さ
が
理
解
で
き
ま
す
」

と
キ
ツ
パ
リ
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、

三
百
人
近
く
の
学
生
が
住
む
寮
と
あ
っ

て
、
親
睦
の
た
め
の
コ
ン
バ
や
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
が
自
主
的
に
企
画
、
運
営

さ
れ
て
い
る
。

∴
Ｗ

ｉ‐評
つ

第 1期総含移転を完了した金沢大の角間キヤン′`スは総面積86万20000ぶ。これまでの城内キヤンノヽス22

万5,000ボと比べると約4倍の広さとなつた。角間のほか医学部、工学部、平和町(附民学校)などのキヤンパ
_  _ _二 ___、 ●́ ‐・ ´

―・ ―"`⌒ '―
‐、一 ― 里 ● ¨ Ei  叫4芭‐ ■A′ 1ヽ日 壺′J υt―

“
:‐ル νヽL'メ I:H―一――

ぁ 純 Lbl~三 こに学生 1万 157人のほか教職員2,235人、附属学校の児童
スを含めた金沢大全体では159万9β

生徒1,746人 の計1万4=138人が日々、撃間研さんやキヤンノヽス運営に取り組んでいる。

候 十あ曇稀Jあ伝話を受け継ぐ金沢大の様々な側面を、数字で紹介する。

(データは特別な記載がある場合を除き、平成71関月1日 現在)

鶴 彊 ■肇事

g人兄弟の 経 歳。子孫 は経 万 人

裏婦難麗夫學蔀響 人など合計∞御
人を超える人材を送り出している。

Dat=2 【餞員塾

働くスタツフは約 2,彗鍵 人

量こI要そに学部4口
"人

ぜ 屁筆主

輪基鰍 覇 鶉

繁当霧 霧酔鶴
獣錦翼欝彎朧 主=

量運ま≧酪譲亀譲11=住酬分の
1に当たるア

"人
が働いている。

1理毒::

一諺 一

暉庶軸97珊



Data 3 学 笠 傲 鷺

約 ♂万人が勉学に励む
目金沢大には金沢市の人日の約23%
に相当すふ10,15'人が学んでいる。

国この 10.157メ、が手をつないて並ぶ

と、金 沢撃 か ら津幡薫 までの距離

(11 6km)を 超え る計算になる (平 均

一人 1おぃ として )。

国女子学生の比軍は、10年 蔑 (昭和

60年 1の262%か ら現在は317%に
増えている。

〔そ0籠 ]

鱒数科、別科t

留隔配審跡お謗

“

|ノ｀

輪

漂 学部I理学部:

玉ιk 74人

1_鵞

〔博士謀1ヨ

(3研兄科 ,

5聰人

躊

一

驚麦士課程〕
(砺寡 い
915人

目金沢大に学ぶ外国人留学生は世界

31カ 園 地域の計245人。うち&▼%に  |
当たる205人 がアジアから来ている。

(

中でも中国からの留学生は全f4の 半 .
分を超える18人を数え る。     |
日外国人留学生の約 4分の 3の 177人

は大学院 (う ち∞ 人 が博士課程)で、

残668人が各学部等で学んでいる。

目留学生の受け入れ数は5年前 (103

人 )の24倍、10年前 (12人 )の実に

わ 4倍となつている。

商北アメリカから

9聰
納

Dど 1ヽ'1蟹国際鷲
響力国の ♂歌 学 '

日豊沢大(絆力日の 17大学 (一部は研

究所)と 交流協足 を嬌ξ している。こ

れ らの大学との間ではte互 に 数多

くの学生や研冗者が行き棄している。

目そのうち盆沢大からは日愛により

毎年約5人 の学生 を協定大学に派遅

し、また協足大学からは「コマツグリ

ーン基金受学金」などの民間臭学金

により、毎年3～4人の学生を受け入

れている。
欝協定大学の所在地のうち、バツフ

アロー市 (ア メリカ)ナ ンシー市 (フ

ランス)イ Jレクーツク市 (ロ シア)は

金沢市師 蜂都市であろ
`

● 1`と申 &葛
o芳ンタ イリアムアンドメアリーメ専il"餞も)

難彊肇す多夕館‖:撻3

兆 ツ胸糊Fttζ置智°

橿[菫霞グ7ィン″々
二夫学●9 1al●

0ド■■′
豊

ジ=ザン輸
lκ

tt・→

研究所 と締結

【六薄暴静明妃滝観魔ヨl端
“
覇萌日, 翻 鶏 銹 翻 鍵 l£穆o峰蓄耀卜́― は 印

Dtta 6《 生涯学饗】| ■1=:■「f:lf=|=■ :

“社会入学 生 "は約 680人
目金沢大は生涯掌習振員のため、一

般の学生以外に韓葉人や主婦などを

積極的に受け入れている ,

圏市J度 としては、特定の分野につい

こさらに深(研兄する「研究生」制

度、仕事や教量に調係する特定の科

こにつして学習する「科ヨ等国修主J

協り度、一般市民が巽昧のあるテーマ
の議座を受講する 珍 開講座lな ど

がある。
騒各常〕贋とIJ学留する人たちの年齢

層:ま広く、中でし三羅|二 受』できる

な場調■は1'議 からア7璃までの人た

●キri3 ■‐.

65人 21‐ 61農 )

その漣 1健メ、(る筋 )

雷 雛窯人 :4人 〈Z16お〕

霧奎護調 その他 〕人0鮎 ,う

櫨萎義量肇塁題嚢璽嚢曇雲轟 人 i31人 G“%〉

i露轟轟躍転轟ヨモ¨ ・
~=ヽ

10お ,1)

一認一

【研究生等】
《ルt12[● 57劇

I科目等目修生】

聰
磁 人σ骸 )

犠 面 〕

世 界覇 力国 の 翌尋懸人が学ぶ



鬱畠轟 7,(量撃富鵜 力 警

企議や自治体と感♂件 の受託 。共同研究
藤圏立 大学は民岡企業戦 方公共団   .

曹雪[ふ豪滉ヒニT量サF量曇糞喜 【受託研究
・
1同
研究の件数】

][      [嘗
山檀鞠に関する研究Jなど、共同研買  "
としては疇 翼物饒却炉に関する  16

ef受彰薪■1と 嬌
=調iスなとからの質

託に建づき大字の電

青繁κ黛

“

ち|な 場を
して

一
ある。

er■ 8干
"」

と蛇屁

問2菫 などめらFI究

者とP究餞費を受け
入,■ て、大学の数百

薔yり彗員と贅螢の黎
理につι.て ヽヨで行

う研究である.

≦二聟写

研究」などがある。 10

5

0

学
鬱
Ｅ
ユ

園児・児童 “生徒は 約 ど,名

“

人
目金沢大には敦膏学部隋尋学校とし′

で、明治7年萄設の石川県異成学校附

属小学校の伝綺を受け継ぐ小学校を

はじめ、中学技、高等学1/‐、費護学校、

幼椎園力ち る。

目 ことし9月 、小学校、中学校、幼稚

回が平和町キャン′ヽス (高等学校犠 )

に移転統合 し、新たに生まれ変わつ

た ,

目ここで学′,国児 児童 生提31.7∞
人に対 し、107人の教 言穏員による充

実 した教育が行われている。

賭轟画書館詈
和・洋書含わせて 約 舞 冊
園金沢大学附属図書霞は角問キャン
パスの中央図書館 :宝町キャンパス

の医学部分館、小立野キャンバスの

工学部分騒 ぐ構成されており、驚 合

計の蔵書数は和洋詰 ゎせて約1∞万

母、補郵販万

"∞
種に0まる。

事¬郵 籠 胤 穏 EI学
時代の文献を見めた「用和堂文庫」、

「北条文庫」など力ちる。
園市民への開放馨 として上数 と
も資料の間覧、文献の複写などのサ
ービスを実施している。

Data‐‐
101:1鉦

圏医学部「ff属 病院 とがん研究所附属

病現の二つがあり、医学部町昌病院
には内科 3、 外料2のほか核医学診療

科など計 l"療 科、力%朧 病院

には内科と外料の観 科がある。

日医学部隔展病院は救急病院、特定

機能病院などの指定を受けている。

園二つの病晨 を合わせて看護婦417人

を含む島 人 (専任のみ)のスタッフ

カ労 応 している。

ベ ッド数 g3留床 、1日平均患者数 は 約 2,3の 人

―
縫

―

tl彙肇:
し1.丁■|=



Data ll I巌入・蠅轟 1

歳 出総 額 iま 約 椰 円。人 口 ♂鏑 大規模の市 に相 当
圏叡 人の年間予算は級囀暉円。こ

れはメ、口10万人程度の市の予算に相
当する規模であり、主な財源は日機
である。
目目立大学の晟出は教醐 冗という
性格上、1人件買の比宰が高く、壼沢
大の場合は綺f%(187億 円)を占
める.

□近年〔優れた研寛者に一定の審査
を経て交付される科学研究費補助金 ´
が増加傾向にあるほか、受掌寄付壼
など外部から受け入れる資宝も増え
る傾向にある。(こ れらを合わせ、歳
出の修35%)

|う ち外部資金 1,71

料学研究費橋助豊 収

受学雪付笠 871

受託研究数

“民間等との共同研究費 Ю

01111●Iキヤンヽ スの広さ】
総面積約 ′修0万面。石 り!l県立野 球場の約 蒻 倍
圏金沢大のキャンバス総面積tよ石川

県立野球場80圏 に担当する約 160万

ぼにのぼる。主キャンノヽスは金沢市

内 6カ所に分かれている。

菫かつては「 お城の中の大学Jと して

有名だつたが、1日 城内キ ャンパスや

附属小学校などがあつた18広坂キャ

ンパスは移転にともない使用されな

くなつたため、このコ寧には含まれ

ない。 Sぎ 73,000ぼ
書キャンバスの苺瑕が「石

"1察立薪 】覇枷 ― )Jの I・l襲

平成ア年 (1995年)10月 29E3 (日躍0)

e角 聞キヤン′ヽス
文 法 塁 薇裔 要 教籍 本議

10宝 1可キヤンバス
篠‐秦 H嵐病院 ほか

0小立野キャンノヽス
エ 唸か

曜
●
一

耐ず
Ｃ観
一一″

鰊夏慧
‐
貶 i鮮甕‡絨=1

e覇 閥キャンバス ・
目躍議大=|■ _ 1  ■

0平程町キヤン′くス
綺鼠小 中 高 効

書斤 聞JL 國

秋
の
深
ま
り
を
見
せ
る
石
川

県
自
峰
村
の
牛
首
川
河
川
敷
で

二
十
八
日
、
初
の

「
百
万
貫
の

若
ま
つ
り
」

（手
取
川
流
域
開

発
期
成
同
盟
会
、
百
万
貫
の
岩

ま
つ
可
塞

竹
委
員
会
主
催
、
北

国
新
聞
社
な
ど
共
催
、
テ
レ
ビ

金
沢
、
エ
フ
ェ
ム
石
川
な
ど
後

援
）
が
開
か
れ
、
親
子
や
若
者

が
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
に
歓
声

を
響
か
せ
た
。

百
万
貫
の
者
は
先
月
、
建
設

省
金
沢
工
事
事
務
所
に
よ
り
初

「
百
万
貫
の
岩
」
を
前
に

自
然
散
策
を
発
し
む
親
子

や
若
者
＝
石
川
県
自
蜂
村

の
牛
首
川
河
川
敷

め
て
計
測
が
行
わ
れ
、
四
千
八

百
三
十
九

ント

（百
二
十
九
万

貫
）も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

却
“
　
〓
↓
多
年
簗
呻
「
鮮
〔
形
出
い

キ
よ
　
事
業
の
理
解
を
得
よ
う
と
今
年

一」一一一一｝一一一赫̈一一

末
を
過
ご
し
た
。



JL 國 案 斤

平成フ年(1995年 )10月 2■里生」埜堡張2

「緑 靱 ダ イ ヤ 覆 ン 雰計 淵 」

趙
輔中鐸『謡輸襄
炒
轟
螂艇
埒
艇

雷
を
聡
い
た
上
で
今
年
度
内
に
具
体
案
を
策
定
し
、
八
年
度
か
ら
順
次
建
設
を
進
め
て
い
く
。

県
、炒
境
”
が
蒸
案

利
用
誘
導
漑
点
、
登
山
日
の
別

当
出
合

・
中
坂
場
を

サ
ブ

拠

点
、
南
竜
ヶ
馬
場

・
室
堂
を
利

用
前
進
拠
点
と
位
置
づ
け
、
四

呻山電， ガイオ疑″ポ計画でド」此”貯Ｈ）帰
「‐″一け分一度̈

Ｄ

電

」一一一一｝一一一一中一．

鮮申一晰赫難眸れ̈
一麒”

肇葬わ“η輌申いは一」働
十鱈
解集
鰐
上
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